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観光地域づくり法人形成･確立計画 

記入日：令和 6 年 7 月 20日 

 

１．観光地域づくり法人の組織 
 

申請区分 

※該当するものを

○で囲むこと 

広域連携ＤＭＯ･地域連携ＤＭＯ･地域ＤＭＯ 

観光地域づくり法

人の名称 

一般社団法人 行田おもてなし観光局 

マネジメント・マ

ーケティング対象

とする区域 

区域を構成する地方公共団体名 

埼玉県行田市 

所在地 埼玉県行田市 

設立時期 令和３年 1月 27日 

事業年度 ４月１日から翌年３月 31日までの１年間 

職員数 7人【常勤 7人（正職員 5・アルバイト 2）】 

代表者（トップ人

材：法人の取組に

ついて対外的に最

終的に責任を負う

者） 

※必ず記入するこ

と 

（氏名） 

細井 保雄 

（出身組織名） 

行田商工会議所 

行田商工会議所会頭として、地域の様々なパイプ

役となっており、様々な取組で成果を挙げてい

る。 

データ分析に基づ

いたマーケティン

グに関する責任者

（ＣＭＯ：チー

フ・マーケティン

グ・オフィサー 

※必ず記入するこ

と 

（氏名） 

富山 紀和「専従」 

（出身組織名） 

（一社）行田おもてなし観

光局 

大手旅行会社で 28年間勤務。マーケティングに

ついて高い知見と能力を持つ。 

財務責任者 

（ＣＦＯ：チー

フ・フィナンシャ

ル・オフィサー） 

※必ず記入するこ

と 

（氏名） 

富山 紀和「専従」 

（出身組織名） 

（一社）行田おもてなし観

光局 

大手旅行会社で 28年間勤務。持続可能な運営の

ため、これまでの経験を活かして収益事業の拡大

を図り、財源確保に努める。 

プロモーション部

門の責任者（専門

人材） 

※各部門責任者の

うち専従の者につ

いては、氏名の右

横に「専従」と記

入すること 

（氏名） 

富山 紀和「専従」 

（出身組織名） 

（一社）行田おもてなし観

光局 

大手旅行会社で 28年間勤務。長年、集客を図る

ためのプロモーションを行ってきたことから、高

い能力を持つ。 



様式１ 

 

2 

 

 

観光施設運営部門

の責任者（専門人

材） 

 

（氏名） 

富山 紀和「専従」 

（出身組織名） 

（一社）行田おもてなし観

光局 

大手旅行会社で 28年間勤務。旅行会社勤務時

代、支店長等も担ってきたことから、施設運営・

管理に関して高い能力を持つ。 

旅行部門（旅行商

品の造成･販売）の

責任者（専門人

材） 

 

（氏名） 

西島 康敬「専従」 

（出身組織名） 

（一社）行田おもてなし観

光局 

大手旅行会社で 18年間勤務。長年、旅行商品の

造成・販売を行ってきたことから、企画から販売

までの高い能力を持つ。 

連携する地方公共

団体の担当部署名

及び役割 

 

行田市商工観光課（観光関連計画策定・調整、観光予算確保、看板整備等） 

   都市計画課（都市計画、景観） 

   文化財保護課（文化財保護） 

   交通対策課（地域公共交通） 

連携する事業者名

及び役割 

行田商工会議所、南河原商工会（地域のパイプ役として各事業者の紹介） 

金融機関（地域経済の底上げ） 

交通事業者（アクセスの改善・確保） 

宿泊事業者（宿の提供） 

飲食事業者（地場産品を活用した食コンテンツの提供） 

農業事業者（地場産品の生産、農業体験の提供） 

足袋事業者（文化の普及・啓発、文化体験の提供） 

観光まちづくり団体（市内ガイド、イベントの連携） 

官民･産業間･地域

間との持続可能な

連携を図るための

合意形成の仕組み 

（該当する要件） 

・ 当法人理事会のメンバーを行政、金融機関、交通事業者、宿泊事業者、商

工業事業者、農業事業者、地域の売りでもある足袋事業者、ＮＰＯ等の観

光まちづくり団体により構成しており、幅広い分野の関係団体の代表者に

より意思決定が図れている。 

地域住民に対する

観光地域づくりに

関する意識啓発・

参画促進の取組 

 

 当法人設立に際し、地域住民向けに「新たな観光まちづくりに向けた説明

会」を令和２年１月に計３回開催し、延べ 115名の参加者に当市における

観光の現状やＤＭＯによる観光まちづくりの推進について説明を行い、意

識啓発・参画促進を図った。 

 当法人設立に際し、当法人を核に幅広い分野の関係団体が観光地域づくり

に参画していく機運を醸成することを目的に、組織名称や組織体制、活動

方針等を議論・決定する「行田市観光地域づくり法人設立準備委員会」を

令和２年７月から同年 11月にかけて 17名の委員で計５回開催した。 

 当法人が令和３年４月より運営を始めた観光物産館のオープンに際して、

出品業者向けに「販売体制説明会」を令和３年２月に開催し、延べ 27名

の参加者に商品の取扱いや店舗の魅力向上に向けた取組みについて共有を

図り、意識啓発・参画促進を図った。 

 当法人を核に幅広い分野の関係団体が観光地域づくりに参画していくこと

を目的に、「体験・滞在型観光商品の開発」等を題材とした説明会兼ワー

クショップを令和３年６月に開催し、延べ 30名の参加者と観光コンテン

ツ開発等について意見交換を行った。 

 当法人を核に幅広い分野の関係団体が観光地域づくりに参画していくこと

を目的に、「行田土産魅力向上会議」（説明会兼ワークショップ）を令和３

年８月に開催し、延べ９名の参加者と行田土産開発等について意見交換を

行った。 
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 令和３年 10月に「行田市観光ガイド研修」を開催し、41名が参加した。

ガイド料の有料化に伴う基本サービスの確認とレベルアップを図る有意義

な研修となった。 

 令和４年９月に観光庁の事業である「地域の観光人材のインバウンド対応

能力強化研修」を当市で開催し、16名が参加した。なお、当研修の参加者

の満足度は 85％であり、意識啓発に繋がる非常に有意義なものとなった。 

 令和５年４月より当法人が運営する２つ目の観光物産館のオープンに際し

て、出品業者向けに「販売体制説明会」を令和４年１２月に開催し、27名

の参加者に店舗の魅力向上に向けた取り組みや、商品の取扱いについて共

有を図り、意識啓発・参画促進を図った。 

 令和５年９月に文化財保護課職員を講師に招き、「日本遺産ガイド講座」

及び「イサミコーポレーション足袋工場」見学を実施し、47名が参加し

た。 

 令和６年２月にインド人２名、中国巨龍旅行社より１名を招き「外国語ガ

イド研修」を開催し、35名が参加した。ともに基本サービスの確認とレベ

ルアップを図る有意義な研修となった。 

法人のこれまでの

活動実績 

※（一社）行田お

もてなし観光局は

令和３年１月の設

立だが、「行田版Ｄ

ＭＯを核とした持

続可能な地域形成

プロジェクト」と

して、令和元年度

から令和３年度ま

で内閣府地方創生

推進交付金を受

け、形成・確立に

向けた動きを戦略

的に行ってきてお

り、当法人の実質

的スタートは令和

元年度と捉えられ

ることから、令和

元年度以降を記載

対象としている。 

【活動の概要】 

事業 実施概要 

情報発信・

プロモーシ

ョン 

 令和元年観光パンフレット及びアプリ多言語化事業 

体験プログラム紹介パンフレット等を作成し、訪日外国

人観光客の目に触れやすい浅草などに配架した。また、

市内に訪れた訪日外国人観光客向けに周遊アプリの多言

語化も図った。 

 令和２年行田市公式観光サイトリニューアル事業 

観光客が旅マエ・旅ナカに欲しい情報を充実し、魅力が

伝わりやすいデザインに刷新した。また、旅行会社向け

のページ等も新たに作成した。 

 令和３年ＪＲ首都圏全線車内広告掲載事業 

桜と花手水をフックに、首都圏在住者の集客を図るた

め、ＪＲ首都圏全線の車内にＰＲポスター掲載した。 

 令和３・４年行田市公式観光サイト多言語化事業 

今後、ＪＮＴＯや埼玉県、（一社）埼玉県物産観光協会

（地域連携ＤＭＯ）等と連携し、海外に向けて情報発信

をしていくための基盤整備を目的に、英語版及び中国語

版（繁体字・簡体字）のサイトを作成した。 

 令和３・４年貸切バスによる団体型旅行促進事業 

当市の観光資源を広く知らしめるとともに、期間内の交

流人口を増やして市内事業者に対し間接的支援を行うこ

とを目的に、旅行会社が実施する団体型旅行の造成およ

び催行に際し支援を行った（令和３年度予算 25,500千

円、令和４年度予算 28,000千円）。 

 令和４年花手水動画作成及び放映、ポスター作成事業 

花手水のプロモーション動画を作成し、JR首都圏車内お

よび新宿アルタ大型スクリーンにて放映。また、ポスタ

ーを東武沿線駅に掲示した。 

・令和５年台湾旅行会社向けセールス事業 

台湾大手旅行会社「ライオントラベル」等に対して、本

市を含むパッケージプランを提案した。 
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受入環境の

整備 

 令和元年ファムトリップ事業 

中国・台湾・韓国に拠点を置く旅行会社を招請のうえ、

市内主要観光施設を案内し、訪日外国人観光客受入に際

しての改善点等を洗い出した。 

 令和元年グループガイド機導入事業 

観光ガイド利用者の満足度向上を図るべく、グループガ

イド機を新たに導入した。 

 令和３年観光物産館店舗内部リニューアル事業 

令和３年４月、観光物産館店舗内部のレイアウトデザイ

ンを改修し、和モダンな雰囲気の創出、商品陳列の刷新

等を行い、リニューアルオープンした。 

 令和３年観光人材育成事業 

２箇所の観光案内所、観光物産館で従事するスタッフに

対して、ＤＭＯの活動や観光の意義、接客マナー等につ

いての研修を実施した。 

 令和３年酒類販売業免許取得事業 

地場のお酒をブランディングする為、酒類販売業免許を

取得し、令和３年４月よりリニューアルオープンした観

光物産館ぶらっと♪ぎょうだでの取り扱いを開始した。 

 令和３年地域限定旅行業取得事業 

着地型旅行商品の企画・販売による観光客の滞在時間延

伸及び満足度向上を目的に、地域限定旅行業を取得。 

・ 令和３・４年土産品魅力向上支援事業 

当法人会員の土産品の商品力向上と販路拡大を目的とし

て、自社製品のパッケージ等をリニューアルする際や自

社のロゴマークを開発する際に必要となる経費の一部を

助成し、デザインの活用による製品の高付加価値化と市

場競争力の強化を支援した。 

 令和４年拡声器導入事業 

観光ガイド利用者の需要の増加にともない、観光ガイド

のための拡声器を５機導入した。 

 令和５年新たな観光物産館整備事業 

本市の主要観光スポットの１つであるさきたま古墳公園

内に、行田市との共同事業により観光物産館さきたまテ

ラスを新たに整備した。 

 令和５年体験施設管理運営事業 

令和５年４月より体験施設「行田市はにわの館」の指定

管理を市から受け、はにわづくり体験を通して教育及び

文化の振興を図った。 

・ 令和５年外国語ガイド研修事業  

令和６年２月にインド人２名、中国巨龍旅行社より１名

を招き「外国語ガイド研修」を開催し、35名が参加し

た。ともに基本サービスの確認とレベルアップを図る有

意義な研修となった。 

観光資源の

磨き上げ 

 令和元年～令和３年体験・交流型コンテンツ開発強化事

業 

当法人の会員事業者を対象にコンテンツ開発等に係る経

費を支援し、「着物の着付け体験」や「幻の行田在来枝豆

収穫体験」、「マイ足袋作成体験」等の体験プログラムを

創出した。 



様式１ 

 

5 

 

 令和２年ＬＥＤアート事業 

古代蓮の里において市主催で実施したフラワーアートと

連携し、ペットボタルによるＬＥＤアートを行った。 

 令和２年～令和５年「行田花手水ｗｅｅｋ」によるまち 

なか彩り事業 

当法人と行田市が核となり、神社、商店街、住民等を巻

き込み、神社の境内や商店、民家の軒先等に花手水を毎

月２週間限定で飾り、観光客をおもてなしする取組みを

始めた。現在では、花手水展示箇所は 100箇所となり、

地域一体となって観光資源を磨き上げしている。なお、

こうした点が評価され、令和５年には「第 27回ふるさと

イベント大賞」、「第９回 JACEイベントアワード シルバ

ー賞」、「第 11回プラチナ大賞 地域ブランディング

賞」、「令和５年度地域づくり表彰 日本政策投資銀行

賞」を受賞し、４冠を達成した。 

 令和４・５年リアル謎解きゲーム「忍城に眠る謎」誘客

イベント事業 

忍城址および郷土博物館を舞台にしたリアル謎解きゲー

ムを開催。忍城にイベント性を付加することで幅広い層

のお客様の来訪を促すこと、子供達が歴史を学ぶきっか

けを提供している。 

・  令和５年文化財利活用事業  

令和６年 3月 31日、市指定重要文化財である旧忍町信用

組合店舗の公開事業を市より受託し、自主事業としてカ

フェの運営を開始した（ヴェールカフェ）。 

（定量的な評価） 

令和２年より集中的に磨き上げてきた「行田花手水ｗｅｅｋ」やライトアップ

イベント「希望の光」が令和５年度も引き続きテレビやマスコミの取材をいた

だき、ますます町の活性化に大きな役割を果たしており、今や観光資源の大き

な柱となった。令和５年度も下記のとおり成果が現れている。 

 

 ＨＰレビュー数の増加 

R1 年度 377,733回 ⇒ R5年度 1,297,670回 

 Instagramフォロワーの増加 

 R1年度 2,300フォロワー ⇒ （R6.3.31時点）5,000フォロワー 

 X（旧 Twitter）フォロワーの増加 

R1 年度 0フォロワー ⇒ （R6.3.31時点）17,700 フォロワー 

実施体制 

※地域の関係者と

の連携体制及び地

域における合意形

成の仕組みが分か

る図表等を必ず記

入すること（別添

可）。 

【実施体制の概要】 

（一社）行田おもてなし観光局の理事会構成員である行田市、行田商工会議

所、南河原商工会等との合意形成を図り、交通事業者、宿泊事業者、飲食事業

者、神社仏閣、農業事業者、足袋事業者などの多様な関係者が参画するワーク

ショップを戦略の整合性に関する調整・仕組みの場として設置し、地域の様々

な意見を反映して運営している。 

【実施体制図】 
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２．観光地域づくり法人がマネジメント・マーケティングする区域 
 

【区域の範囲が分かる図表を挿入】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市には埼玉古墳群をはじめ、古代蓮の里、忍城、足袋蔵、神社仏閣等の観光資源が数多くある。

当法人設立に際し、令和２年度に設置した「行田市観光地域づくり法人設立準備委員会」における検

討の中でも、先述の観光資源等を活用し、「歴史・文化・自然を五感で体感できるまち」としてより一

層地域内外にＰＲし、当市を観光地としてブランド化していくことが当法人のミッションの１つとし

て掲げられたことから、行田市全域を設定区域とするのが適切と判断した。 

【観光客の実態等】 

 コロナウイルス流行前である令和元年度に約 45万人であった主要観光施設入込客数だが、花手水効

果によりコロナ禍においても令和３年度約 71万人、令和４年度約 72.5万人と大きく増加し、コロナ

明けの令和５年度は 90.9万人まで伸ばすことが出来た。観光客の過半が飲食や購買を伴っていないと

いう短・中期的課題は、公式観光サイトリのニューアルや SNS等発信力強化による旅マエ・旅ナカに

おける情報提供体制の整備や、観光案内所と観光物産館の一体的運営、そして何よりまちなかを回遊

しながら楽しむ「行田花手水 week」及び花手水ライトアップイベント「希望の光」の開催等により大

きく改善が進んだ（令和元年度観光消費額:580,940千円、令和 5年度：2,112,442千円）。 

また、かつて本市の集客は６月から８月にかけて集中しており、シーズン以外の時期との繁閑差が

激しかったため、これを解決する通年型の観光地形成を目指していたが、「行田花手水 week」の成功

埼玉県 
行田市全域 
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や R5年にオープンした観光物産館「さきたまテラス」の集客力等もあって、閑散期を確実に埋めつつ

ある。 

【観光資源：観光施設、商業施設、自然、文化、スポーツ、イベント等】 

 （観光施設） 郷土博物館、さきたま史跡の博物館、古代蓮会館 等 

 （自然）   古代蓮の里、水城公園、さきたま緑道 等 

 （歴史・文化）忍城址（関東七名城）、埼玉古墳群（国指定特別史跡）、足袋蔵（日本遺産認定）、 

足袋（国指定伝統的工芸品）、行田八幡神社、前玉神社 等 

 （スポーツ） 鉄剣マラソン（４月上旬） 等 

 （イベント） さきたま火祭り（５月上旬神事のみ）、浮き城まつり（７月下旬）、 

商工祭・忍城時代まつり（11月中旬）、 

古代蓮の里イルミネーション（11月下旬～１月上旬）  

行田花手水 week（７・８月を除く通年）、希望の光（１・７・８月を除く通年）等 

上記資源などを素材とした着地型旅行商品を造成・販売等することで、観るだけの観光ではなく、

五感で体感できる観光の実現を推進している。 

【宿泊施設：域内分布、施設数、収容力、施設規模等】 

＜旅館・ホテル＞ 

 域内分布：市内全域に立地 

 施設数：旅館４施設、ホテル３施設 

【利便性：区域までの交通、域内交通】 

 ＜区域までの交通＞ 

 （車の場合） 東北自動車道羽生インターより約 25分 

        関越自動車道東松山インターより約 30分 

        圏央道桶川北本インターより約 30分 

 （鉄道の場合）東京駅から JR高崎線で約 65分 

 ＜域内交通＞ 

  行田市内循環バス（コミュニティバス）、路線バス、タクシー、レンタサイクル 

  ※令和６年４月より観光貸切タクシー導入 

【外国人観光客への対応】 

令和元年度に２箇所の観光案内所において、多言語翻訳機やキャッシュレス決済の導入、パンフレッ

トの多言語化等を実施し、ＪＮＴＯより外国人観光案内所カテゴリー1の認定を受けている。また、

令和２年度には観光公式サイトの英語版を、令和３年度は中国語版（繁体字・簡体字）を整備した。

さらに、令和４年度に観光庁事業である「地域の観光人材のインバウンド対応能力強化研修」を当市

で開催した他、令和６年度も外国語観光ガイドへの研修や観光案内板の多言語化も継続的に図ってい

るところである。 

 

 

３．各種データ等の継続的な収集・分析 

収集するデータ 収集の目的 収集方法 

ＷＥＢサイトのアクセス状況 地域に対する顧客の関心度や施策の

効果等を把握するため。 

データ収集・分析ツールを活用して

実施。 

旅行消費額 観光の地域活性化貢献度を把握する

ため。 

アンケート調査等を自主事業にて実

施。 

主要観光施設入込客数 入込実績及び繁閑差を継続的に検証

するため。 

行田市にて実施する調査にてデータ

収集。 

延べ宿泊者数 地域での滞在時間及び観光消費額の

一要素を把握するため。 

宿泊施設への調査を自主事業にて実

施。 

来訪者満足度 受入環境を検証し、リピートに繋げ

るため。 

アンケート調査等を自主事業にて実

施。 

リピーター率 

 

リピーター顧客の動向を把握し、戦

略立案に繋げるため。 

アンケート調査を自主事業として実

施。 
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４．戦略 

（１）地域における観光を取り巻く背景 
行田市では、定住人口減少による域内の市場経済縮小や来訪が経済活動に十分には結びついていない

等の課題を抱えていた。こうした地域の課題に対し、当法人を中心として、観光コンテンツの開発・

強化をはじめとした受入環境の整備や、２年連続（令和３・４年）で行田市の補助事業として実施し

た「貸切バスによる団体型旅行促進事業」にて旅行会社への知名度向上、団体旅行客の誘致を図るこ

とができた。現在も毎年旅行会社の担当者を招いて視察会を開催している。また、データに基づいた

戦略的な情報発信を行うことで、個人客の誘客増も実現している。引き続き、交流人口を確実に増加

させることで新たな雇用の創出にも繋げていく。 

（２）地域の強みと弱み 
 好影響 悪影響 

内部

環境 

強み（Strengths） 
・日本遺産や国の特別史跡等に認定されてい 

 る優れた文化資源が豊富 

・行田足袋が国の伝統的工芸品に指定 

・「ゼリーフライ」・「フライ」が 100年フードに

認定 

・ドラマ「陸王」で知名度を上げた足袋の町 

・映画「のぼうの城」で知名度を上げた忍城 

・ふるさとイベント大賞を含む 4冠に輝いた

「行田花手水ｗｅｅｋ」によりミレ二アル世

代がまちなかを周遊 

・ギネス認定されている「田んぼアート」 

・インバウンドが多い東京都から 1時間程度の

距離に立地 

弱み（Weaknesses） 
・各観光スポットの連動性が弱い 

・宿泊施設が少ない 

・団体を受け入れられる飲食店が少ない 

・ＪＲ行田駅からの二次交通が弱い 

・体験型観光コンテンツが少ない 

・土産品や飲食店の認知が低い 

外部

環境 

機会（Opportunity） 
・コロナ禍にマイクロツーリズムが浸透 

・コロナ収束によりインバウンド需要が回復 

・「ふかや花園プレミアム・アウトレット」開業 

・ジャパンラグビートップリーグのパナソニ 

ックワイルドナイツが熊谷市に本拠地移転 

・埼玉県深谷市出身の渋沢栄一を図柄にした新

１万円札が 2024 年 7月に発行 

脅威（Threat） 
・観光地としてのイメージが弱い 

・高速道路インターからの距離がある 

・国内旅行者の基礎となる人口が減少 

・観光プロモーション等における地域間競争

の激化 

 

（３）ターゲット 
○第１ターゲット層  

首都圏（東京都、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、神奈川県、山梨県） 

○選定の理由 

観光アンケートの結果からも他地域と比較して当該ターゲット層の来訪が著しく多いことが明確と 

なっており、かつ、人口集積地でもある当地域は市場として非常に大きいため。 

○取組方針 

コロナが収束し、観光の選択が大きく広がった現在、他地域に勝ち選ばれる観光地になるためにこれ

まで以上に、戦略的かつ、集中的に情報発信をすることで、効果的・効率的に集客をし、観光地とし

てのブランド化を図る。 

○ターゲット層  

アジア圏（台湾、香港、タイ） 
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○選定の理由 

地域連携ＤＭＯの埼玉県物産観光協会とターゲットを合わせることで、より効果的・効率的に集客を

図れると判断しているため。 

○取組方針 

地域単独で国外向けのプロモーション等を実施しても訴求力が弱い。観光県ではない埼玉県において

は地域連携ＤＭＯである埼玉県物産観光協会と連携することで、効果を期待できると考える。引き続

きＪＮＴＯ及び埼玉県、（一社）埼玉県物産観光協会と連携して情報発信を行うとともに、今後「行

田足袋を履いて足袋蔵を巡るガイドツアー」や、ＳＡＭＵＲＡＩ体験等の日本文化を体感できる体験

型コンテンツの充実を図り地域の訴求力を高めていく。 

 

 

 

（４）観光地域づくりのコンセプト 
①コンセプト 古代からの歴史・文化・自然を五感で体感できるまち 

②コンセプトの考え方 当市は古代蓮、古墳、忍城、足袋等、古代から現代に至るまでの歴史・文 

化・自然を感じることができる観光資源を抱えており、これらは他地域と差 

別化できるものといえる。例えば、「和装で足袋蔵のまちや忍城下町を巡 

る」等体験型観光を創出し、地域資源に付加価値を付すことで、より来訪者 

に上記コンセプトが伝わり、感動を与えられる観光まちづくりを行ってい 

く。あわせて情報発信力を強化することにより国内はもとより、アジア圏を 

はじめとしたインバウンドの取り込みを図っていく。 

 

 

５．関係者が実施する観光関連事業と戦略との整合性に関する調整・仕組み作り、

プロモーション 
  

項目 概要 

戦略の多様な関係者との

共有 

※頻度が分かるよう記入

すること。 

多様な関係者が参画する当法人理事や会員により構成する理事会、総

会、ワークショップの開催 

交通事業者、宿泊事業者、飲食事業者、神社仏閣、農業事業者、足袋事

業者等多様な関係者が参画している当法人の理事や会員を集めて、６ヶ

月に１回程度、戦略の共有や事業者に対してのコンサルティング等を実

施している。 

観光客に提供するサービ

スについて、維持･向上・

評価する仕組みや体制の

構築 

 観光客からの評価を把握するために観光客向けアンケート・ヒアリ 

ングを実施し、この結果などを踏まえ、食や土産品等の改善案を関連 

事業者に提案し、サービスの向上を図っている。 

・ 観光人材を対象とした研修等を開催し、人材育成を図っている。 

観光客に対する地域一体

となった戦略に基づく一

元的な情報発信･プロモー

ション 

公式観光サイトに当法人会員が提供している食や土産品、体験型コンテ

ンツ等を掲載し、観光客に対する情報発信を一元化している。また、埼

玉県、一般社団法人埼玉県物産観光協会に対して積極的に情報共有を

し、連携を図っている。公式観光サイトの多言語化（英語、中国語）も

完了し、ＪＮＴＯに対する情報共有もより一層図ることでインバウンド

誘致に力を入れていく。 

 

 

６．ＫＰＩ（実績・目標） 
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※戦略や個別の取組を定期的に確認・改善するため、少なくとも今後３年間における明確な数値目標を

記入すること。 

※既に指標となりうる数値目標を設定している場合には、最大で過去３年間の実績も記入すること。 

 

 

（１）必須ＫＰＩ 

※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 

 

目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 

【検討の経緯】 

当法人は行政と方向性を同じくし、連携・協力して活動していくことが必要であることからまず、 

行田市総合振興計画及び行田市まち・ひと・しごと創生総合戦略において設定している目標数値と 

の整合を図った。その上で、当法人設立に向けて設置した多様な関係者が参画する「行田市観光地 

域づくり法人設立準備委員会」において合意形成を図った。 

【設定にあたっての考え方】 

●旅行消費額 

Ｒ１年度より観光アンケートを実施し、回答結果等を基に当初基準値を設定した。その後、Ｒ３年 

度の実績を検証・分析し、今後更なる上昇を期待できることからＲ３年度を基準とし、Ｒ４年度以 

降は約５％上昇の目標値を設定した。 

●延べ宿泊者数 

Ｒ１年度より市内宿泊施設に延べ宿泊者数調査を実施し、基準値を設定した。当法人が準備期間を 

経て本格稼働するＲ３年度以降は約１％上昇の目標値を設定した。 

●来訪者満足度 

Ｒ１年度より観光アンケートを実施し、回答結果を基に基準値を設定した。当法人が準備期間を経 

て本格稼働するＲ３年度以降は約２％上昇の目標値を設定した。 

●リピーター率 

Ｒ１年度より観光アンケートを実施し、回答結果を基に基準値を設定した。当法人が準備期間を経 

て本格稼働するＲ３年度以降は約２％上昇の目標値を設定した。 

 

指標項目  
2021 

（Ｒ３） 

年度 

2022 

（Ｒ４） 

年度 

2023 

（Ｒ５） 

年度 

2024 

（Ｒ６） 

年度 

2025 

（Ｒ７） 

年度 

2026 

（Ｒ８） 

年度 

●旅行消費額 

（百万円） 

目

標 

610 1,500  1,575   1,622   1,671   1,721   

（―） （―） （―） （―） （―） （―） 

実

績 

1,536 1,877 2,112 
   

（―） （―） （―） 

●延べ宿泊者数 

（千人泊） 

目

標 

38.7  39.1   39.5   41.0   42.0   43.0   

（―） （―） （―） （―） （―） （―） 

実

績 

47.3 49.6 52.4 
   

（0） （0） （0） 

●来訪者満足度 

（％） 

目

標 

39.0 41.0 43.0 45.0 47.0 49.0 

（―） （―） （―） （―） （―） （―） 

実

績 

55.2 60.1 61.8 
   

（―） （―） （―） 

●リピーター率 

（％） 

目

標 

49.0 51.0 53.0 55.0 57.0 59.00 

（―） （―） （―） （―） （―） （―） 

実

績 

56.0 63.2 66.5 
   

（―） （―） （―） 
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（２）その他の目標 

※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 

※各指標項目の単位を記入すること。 
 

 

 

指標項目及び目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 
【検討の経緯】 

当法人は行政と同じ方向性を共有し、連携・協力して活動していくことが必要であることから、行田 

市総合振興計画及び行田市まち・ひと・しごと創生総合戦略において設定している目標数値とまず 

は整合を図った。そのうえで、当法人設立に向けて設置した多様な関係者が参画する「行田市観光 

地域づくり法人設立準備委員会」において合意形成を図った。 

【設定にあたっての考え方】 

●ＨＰレビュー数 

Ｒ１年度を基準とし、Ｒ２年度にホームページリニューアル等を実施し、Ｒ３年度以降は約５％上

昇の目標値を設定した。花手水が人気となりＲ２・３年度のビュー数が一気に増えたことでＲ４年

度以降はＲ３年度実績の約５％上昇という目標数値に上方修正したが、Ｒ４年度は微減、Ｒ５年度

は花手水の各地への普及もあり、大きく減らすこととなった。今後については、桜をはじめとした

花の開花情報や、当市の誇る田んぼアート等の特設ページを作成し、情報量を一層充実することで

レビュー数アップに繋げていく。 

 

 

７．活動に係る運営費の額及び調達方法の見通し 
※ （一社）行田おもてなし観光局は令和３年１月の設立だが、「行田版ＤＭＯを核とした持続可

能な地域形成プロジェクト」として、令和元年度から令和３年度まで内閣府地方創生推進交付

金を受け、形成・確立に向けた動きを行田市観光協会の時から戦略的に行ってきており、当法

人の実質的スタートは令和元年度と捉えられることから、令和２年度以降を記載対象としてい

る。 

（１）収入 
年（年度） 総収入（円） 内訳（具体的に記入すること） 

2020（Ｒ２） 

年度 

※行田市観光

協会実績 

85,411,206（円） 【市からの補助金】67,851,075 円 

※内 27,676,207 円は国費 

【事業収入】5,231,749 円 

【会費収入】626,000 円 

他 

2020（Ｒ２）

年度 

※当法人実績 

1,327,000（円） 【寄附金収入】1,327,000 円 

指標項目  
2021 

（Ｒ３） 

年度 

2022 

（Ｒ４） 

年度 

2023 

（Ｒ５） 

年度 

2024 

（Ｒ６） 

年度 

2025 

（Ｒ７） 

年度 

2026 

（Ｒ８） 

年度 

●ＨＰレビュー

数 

（回） 

目

標 

1,000,000 1,500,000 1,575,000 1,591,000 1,607,000 1,623,000 

（―） （―） （―） （―） （―） （―） 

実

績 

 1,653,327 1,601,958 1,297,670    

（―） （―） （―） 
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2021（Ｒ３）

年度 

※当法人実績 

138,348,549（円） 【市からの補助金】77,341,120 円 

※内 42,036,355 円は国費 

【事業収入（公益）】8,525,000 円 

【事業収入（収益）】45,499,190 円 

他 

2022（Ｒ４）

年度 

※当法人実績 

199,811,490（円） 【市からの補助金】83,300,000 円 

【事業収入（公益）】10,322,532 円 

【事業収入（収益）】76,808,039 円 

【借入金】20,000,000 円 

【会費収入】754,000 円 

他                                   

2023（Ｒ５）

年度 

※当法人実績 

209,237,003（円） 【市からの補助金】55,300,000 円 

【事業収入（公益）】1,547,934 円 

【事業収入（収益）】147,528,447 円 

【会費収入】778,000 円 

他 

2024（Ｒ６） 

年度 

※当法人見込 

193,131,000（円） 【市からの補助金】49,600,000 円 

【事業収入（公益）】192,000 円 

【事業収入（収益）】139,588,000 円 

【会費収入】750,000 円               他 

2025（Ｒ７） 

年度 

※当法人見込 

195,000,000（円） 【市からの補助金】48,600,000 円 

【事業収入（公益）】200,000 円 

【事業収入（収益）】140,000,000 円 

【会費収入】770,000 円 

他 

2026（Ｒ８） 

年度 

※当法人見込 

195,000,000（円） 【市からの補助金】48,600,000 円 

【事業収入（公益）】200,000 円 

【事業収入（収益）】140,000,000 円 

【会費収入】790,000 円               他 

 

（２）支出 
年（年度） 総支出 内訳（具体的に記入すること） 

2020（Ｒ２）年

度 

※行田市観光協

会実績 

83,292,428（円） 

 
【事務局費】6,295,883 円 

【寄附金】4,328,760 円 

【イベント事業】142,280 円 

【団体旅行誘致事業】376,855 円 

【フィルムコミッション事業】678,856 円 

【観光情報館運営業務委託事業】9,916,723 円 

【行田版ＤＭＯ形成・確立事業】14,817,524 円 
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【コンテンツ開発・強化事業】33,055,299 円 

【情報発信・プロモーション強化事業】7,563,894 円  他 

2020（Ｒ２）

年度 

※当法人実績 

176,730（円） 【事務局費】129,730 円 

【各種申請費】47,000 円 

2021（Ｒ３）

年度 

※当法人実績 

129,7506,759（円） 【管理費】23,036,330 円 

【マーケティング事業】2,000,440 円 

【プロモーション事業】41,862,332 円 

【コンテンツ開発・強化事業】9,442,018 円 

【観光案内所管理運営事業】7,785,752 円 

【物産振興事業】40,792,082 円           他 

2022（Ｒ４）年

度 

※当法人実績 

195,525,131（円） 【管理費】23,923,898 円 

【（仮称）さきたま市場整備事業】49,242,576 円 

【プロモーション事業】39,548,996 円 

【コンテンツ開発・強化事業】4,943,262 円 

【観光案内所管理運営事業】8,319,819 円 

【物産振興事業】56,718,790 円 

   他 

2023（Ｒ５）年

度 

※当法人実績 

207,487,128（円） 【管理費】27,916,071 円 

【プロモーション事業】9,092,195 円 

【コンテンツ開発・強化事業】26,124,587 円 

【観光関連施設管理運営事業】20,129,640 円 

【物産振興事業】121,658,094 円 

他 

2024（Ｒ６）年

度 

※当法人見込 

193,131,000（円） 【管理費】29,618,200 円 

【プロモーション事業】17,100,000 円 

【コンテンツ開発・強化事業】11,400,000 円 

【観光関連施設管理運営事業】44,177,000 円 

【物産振興事業】76,950,000 円 

                       他 

2025（Ｒ７） 

年度 

※当法人見込 

195,000,000（円） 【管理費】30,000,000 円 

【プロモーション事業】17,000,000 円 

【コンテンツ開発・強化事業】12,000,000 円 

【観光関連施設管理運営事業】45,000,000 円 

【物産振興事業】77,000,000 円 
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他 

2026（Ｒ８） 

年度 

※当法人見込 

 

195,000,000（円） 【管理費】30,000,000 円 

【プロモーション事業】17,000,000 円 

【コンテンツ開発・強化事業】12,000,000 円 

【観光関連施設管理運営事業】45,000,000 円 

【物産振興事業】77,000,000 円                       

他 

 

（３）自律的･継続的な活動に向けた運営資金確保の取組･方針 
市からの観光関連施設管理運営事業を継続して受託できるよう各施設の価値を高め、さらに発展的に

運営していく。また、公益的事業については行政目的を保有した事業であることから、市から継続的

に資金調達を行う。一方、収益的事業においてはＲ5年度にさきたま古墳公園内にオープンしたさき

たまテラスが順調なことから２館の観光物産館の増収を大きな柱に据える。観光案内所は観光案内を

するだけではなく、土産品販売や餃子の自動販売機等収益性のある事業を積極的に行い、稼ぐ観光施

設を目指す。また、地域限定旅行業を取得していることから、着地型旅行商品を造成し積極的に販売

することや、個人のお客様を増やすことでレンタサイクル事業も拡大して着実に安定的な財務基盤を

構築し、自律的な運営を実現する 

 

８．観光地域づくり法人形成・確立に対する関係都道府県・市町村の意見 
 

行田市は、一般社団法人行田おもてなし観光局を当該市における地域ＤＭＯとして登録したいので、

一般社団法人行田おもてなし観光局とともに申請します。 

 

 

９．マネジメント・マーケティング対象区域が他の地域連携ＤＭＯ（県単位以外）

や地域ＤＭＯと重複する場合の役割分担について（※重複しない場合は記載不要） 

 

【他の地域連携ＤＭＯや地域ＤＭＯとの間で、重複区域に関する連携や役割分担等について協議を行

った（行っている）か】 

エリアが重複する一般社団法人埼玉県物産観光協会とは、当法人設立に際し意見交換を行い、役割分

担を確認している。 

 

【区域が重複する背景】 

一般社団法人埼玉県物産観光協会は、当市を含めたオール埼玉で観光をきっかけとした稼げるエリア

づくりを目指しており、埼玉県全体を対象区域とする地域連携ＤＭＯ組織であるため。 

【重複区域における、それぞれの DMOの役割分担について】 

当法人は単一市町村レベルで観光資源の磨き上げ及び受入体制の整備を行うことが主な役割で、一般

社団法人埼玉県物産観光協会は、それらを県内の他市町村と結び付けパッケージとして海外を含むタ

ーゲットに対して情報発信していくことが主な役割となっている。 

【前述の役割分担等によって、効率的、効果的な活動の遂行が期待できるか】 
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埼玉県としては、当法人が観光資源の磨き上げや受入体制の整備を行い、当市がキラーコンテンツの

一つとなることで、一般社団法人埼玉県物産観光協会が発信する情報の訴求力が高まることが期待さ

れ、当市にとっても効果的・効率的な活動成果が期待できる。 

 

 

 

１０．記入担当者連絡先 
 

担当者氏名 富山 紀和 

担当部署名（役職） （一社）行田おもてなし観光局事務局長 

郵便番号 361-0077 

所在地 埼玉県行田市忍２丁目１番８号 

電話番号（直通） 048-577-8442 

ＦＡＸ番号 048-577-6143 

Ｅ－ｍａｉｌ kanri@gyoda-kankoukyoukai.jp 

 

 

 

１１．関係する都道府県・市町村担当者連絡先 
 

都道府県･市町村名 埼玉県行田市 

担当者氏名 吉松 良祐 

担当部署名（役職） 行田市環境経済部商工観光課・主任 

郵便番号 361-8601 

所在地 埼玉県行田市本丸２－２０ 地方庁舎３階 

電話番号（直通） 048-580-3012 

ＦＡＸ番号 048-553-5063 

Ｅ－ｍａｉｌ syoko@city.gyoda.lg.jp 

 

mailto:syoko@city.gyoda.lg.jp

